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大峰火山の火山地質,周 辺の斜面崩壊災害について
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1.は じめに

熊本地震本震(2016.4.16)を 起 こした布田川断層帯

の活動は10万 年以上前まで遡る ことができる.阿

蘇カルデ ラの西側にある大峰火山(9万 年前),赤 井

火山(14万 年前)は この断層帯上に位置 し,阿 蘇カ

ルデ ラが西 に開いている箇所,す なわち立野火口瀬

もこの断層帯の延長上にある(渡 辺 ら,1979).阿 蘇

カルデ ラ火 山は27万 年前 に最初のカルデ ラ噴火を

して以来,合 計4度 の大規模噴火(阿 蘇 一1,阿 蘇 一2,

阿蘇 一3,阿 蘇 一4)を起 こして いるが,火 山活動と断

層運動は密接 に関係しているよ うに思われる.と り

わけ大峰火 山は阿蘇 一4の直前 に,赤 井火 山は阿蘇

一2の直前に噴火 しているので,大 規模カルデ ラ噴火

の前兆噴火,断 層活動を記録 した重要な火山活動だ

と思われる.今 回の熊本地震では大峰火 山周辺で地

震動による斜面崩壊,道 路の損傷,家 屋倒壊など大

きな被害が出た.こ れ らの地震災害 を火山地質や断

層運動 との関係で考える.

2.大 峰火山の火山地質

大峰火山は阿蘇カルデ ラ外に噴火 した比高150m

の火砕丘で,西 方に高遊原溶岩 を流出 している.高

遊原溶岩は厚 さがほぼ一定(約80m)で,平 坦面上

に阿蘇 くまもと空港 の滑走路が作 られている.東 西

9㎞,南 北4㎞,体 積は2.0㎞3,溶 岩流 としては

規模が大きい.溶 岩流の南端では布田川断層を挟ん

で北側 が落ちてお り100m近 い変位が認め られ る.

また俵山付近か ら見 ると溶岩流の平坦面の北側が高

くなる傾動が認め られる(渡 辺 ・小野,1969).高 遊

原溶岩は時間間隙を示す土壌 を挟 まず,阿 蘇 一4テ

フラに覆われている.下 位 には布 田層堆積物,さ ら

に下位 に阿蘇 一3テフラがある.ボ ー リングコアで

観察する限 り,溶 岩流は上端 ・下端の破砕部を除き

大部分が塊状の1枚 のフロー ・ユニ ットと思われ る

(熊本河川国道事務 所,1997,2001).大 峰火砕丘

は溶結したスコリアや火山灰か ら成 り,高 遊原溶岩

流出とほぼ同時に形成したと考え られる.大 峰スコ

リア,高 遊原溶岩の多 くはSiO2=63-65重 量%の デ

イサイ トである(黒 川 ら,2012;椎 原 ら,2015).大

峰火山の南西にある布 田の滝では,高 遊原溶岩 と下

位の布田層の間に厚さ1mの 大峰火山起源の軽石が

認められる.

3.西 原村,大 峰火山周辺の地震被害

地震によって規模の大きい斜面崩壊が大峰火山2

箇所で起 こった.1つ は県道28号 線,大 切畑大橋沿

いの大峰火砕丘北斜面の崩壊.も う1つ は大峰山の

南西,布 田の滝北岸の高遊原溶岩の崖である.前 者

では火砕丘を形成するスコリア,火 山灰の表層が崩

壊 したもので,後 者は過去の断層運動で亀裂が入っ

たと思われる溶岩流が崩壊 したものである.斜 面崩

壊の堆積物が起源 となる土石流は起 こらなかった.

大峰火山を含む阿蘇郡西原村は震度7を 記録 し,熊

本県下では上益城郡益城町についで地震被害が大き

い地区である.地 震直後 には村内の6割 以上の住宅

が全壊 ・半壊 と報告され,梅 雨の豪雨 を過ぎた8月

になるとその数はさらに増えた.被 害は断層帯のす

ぐ近 くの小森地区大切畑,布 田地区で特に多かった.

それに対 して,す ぐ近 くの高遊原溶岩台地上の住宅

の被害が比較的少なかった ことは注 目に値する.大

峰山北東,県 道28号 には布 田川断層帯の地表地震

断層(北 向山断層)が 見 られた.

4.地 震被害 と地形,地 質,断 層の 関係

AsanoandIwata(2016)は 波形イ ンバー ジ ョンによ

る熊本地 震の震源 破壊過 程 を明 らか に した.熊 本 地
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